
実現」と改め、取り組み内容を強化することとしました。また、「ダ
イバーシティの推進」については、「ダイバーシティ&インクルー
ジョンの推進」、さらに「ワーク・ライフ・バランスの実現」は「ワー
ク・ライフ・インテグレーションの実現」にそれぞれ更新し、社会
の変化を踏まえた取り組みへの高度化をはかりました。
今後は、これら7つのマテリアリティについて、リスクと機会の

両面を捉え、それぞれのマテリアリティでビジネスチャンスを創
出し、社会的価値と経済的価値の両立を実現することを目指し
ていきます。

マテリアリティの見直し

資源枯渇や食品・衣類の廃棄といった世界的な社会課題解
決に向け、近年、欧州を中心にサプライチェーン全体での循環
型経済への取り組みとして、新たなビジネスモデル創出に向け
た動きが加速しています。消費者においても、エシカル消費や、
フェアトレード、トレーサビリティ、リサイクルへの関心が高まる
など、環境への意識が大きく変化してきています。
また、今般のコロナ禍を契機に、感染予防を念頭においた安

全、安心をはじめ、ウェルネス、ヘルスケアなどへのニーズが高まり、
新しい価値観、生活様式が定着しはじめています。
こうした状況を捉え、経営会議および取締役会で論議を重ね
た結果、これまでに特定した当社の5つのマテリアリティ(重要課
題)に、新たに「サーキュラー・エコノミーの推進」「お客様の健康・
安全・安心なくらしの実現」の2つを加えることとしました。
一方、既存のマテリアリティにおいても一部見直しを行いまし

た。具体的には、「低炭素社会への貢献」については、国内外に
おける脱炭素への意識の一層の高まりを受け、「脱炭素社会の

価値観とビジョン▶サステナビリティ経営とマテリアリティの見直し

サステナビリティ経営
　当社グループは300年、400年という歴史の中で数 の々危機に遭遇してきました。そうした状況に直面するたびに、「先義後利」という社是
に立ち返り、お客様や社会の変化を機敏に捉えながら事業活動を愚直に実践してきたことが、今日の経営につながっているものと確信して
います。社会との共存なくして企業の発展はありません。いま経営には、一層の長期視点により、社会に存在意義を放つ将来のあるべき企
業像を描くことが不可欠となっています。環境や社会、人権などの課題から目を背けて企業活動を行うことができないのは明らかです。そう
した解決に向けたサステナビリティの概念を企業戦略および事業戦略に組み込むことにより、将来の成長に向けた持続可能な経営の枠組
みを獲得できるものと考えています。
　社是を基軸にサステナビリティを経営の中核に据え、事業活動を通じた社会課題の解決に取り組むことにより、社会的価値と経済的価値
の両立をはかっていきます。

経営戦略／事業戦略

目指す企業像と価値提供

企業戦略・事業戦略と
サステナビリティ経営を

一体化

当社の
強みを活かした

CSVの実践
（共通価値の創造）

新たな
価値創造を通じた

Well-Being Lifeの提案
= グループビジョンの

ゴール

社是
先義後利

グループビジョン
くらしの

「あたらしい幸せ」を
発明する。

サステナビリティ方針
人びとと共に、地域と共に、環境と共に

こころ豊かなライフスタイルをプロデュースし、 
地域と共生する個性的な街づくりを行う

環境・社会課題認識
マテリアリティ候補リストアップ

ステークホルダー視点での
重要課題ヒアリング

自社の強み・インパクトについての評価
自社にとっての重要課題の抽出 論議・特定

自社の取り組みやESGガイドライン、ベンチマーク企業を参考に25項目を選択
（組織統治・人権・労働慣行・環境・公正な事業慣行・コミュニティなど）

環境や社会に著しく影響があると
思われる社会課題100項目を選択

ステークホルダーへのアンケート（4,250名）、経営者インタビューを実施

経営会議・取締役会で論議

経営会議・取締役会で論議

マテリアリティ5項目を選定

●「低炭素社会への貢献」
●「サプライチェーン全体のマネジメント」
●「地域社会との共生」
●「ダイバーシティの推進」
●「ワーク・ライフ・バランスの実現」

2018
マテリアリティ2項目を追加、3項目を更新

●「脱炭素社会の実現」
●「サーキュラー・エコノミーの推進」
●「サプライチェーン全体のマネジメント」
●「ダイバーシティ＆インクルージョンの推進」
●「ワーク・ライフ・インテグレーションの実現」
●「お客様の健康・安全・安心なくらしの実現」
●「地域社会との共生」

2021

マテリアリティマップの作成

環境課題を取り巻く外部環境の変化・新型コロナウイルス
による変化・当社のマテリアリティの視点で見直し

※赤文字は追加したマテリアリティ

脱炭素社会
の実現

サプライチェーン
全体の

マネジメント

地域社会との
共生

ワーク・ライフ・
インテグレーションの

実現

ダイバーシティ＆
インクルージョンの

推進

サーキュラー・
エコノミーの
推進

お客様の
健康・安全・安心な
くらしの実現

　　つのマテリアリティ
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新規
追加

新規
追加

サプライチェーン全体の
マネジメント

脱炭素社会の実現
お客様の健康・安全・
安心なくらしの実現

サーキュラー・エコノミーの
推進

ワーク・ライフ・
インテグレーションの実現

地域社会との共生

ダイバーシティ＆インクルージョンの推進

非
常
に
高
い

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
影
響
高
い

非常に高い高い
J.フロント リテイリング グループへの影響

7つのマテリアリティ

J.フロント リテイリング グループのマテリアリティ・マップ

マテリアリティの特定プロセス
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